
【流通経済科】
経済や流通に関わる専門的な知識と技術を身に付け、
主体的な学習活動をとおしてコミュニケーション能力
の育成を図ります。また、地域産業や社会での実務に
対応できる力の向上を目指します。

○資格取得 商業経済 簿記 情報 英語
●インターンシップによる資質向上

【会計科】
企業会計における基礎的・基本的な知識と技術を身に
付けるとともに、思考力・創造力・応用力を養い発展
的な学習にも取り組みます。また、コンピュータの活
用技術の習得にも努め、幅広い分野で活躍できる力の
向上を目指します。

○資格取得 簿記 情報 英語
●日商簿記検定試験合格

【情報処理科】
情報に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付け、
主体的な学習活動をとおして知識を活用できる応用力
の育成を図ります。また、情報化のリーダーとして企
業活動の改善に携われることを目指します。

○資格取得 プログラミング 簿記 英語
●情報処理技術者試験合格

○各学科の目標 商業の知識と技術を主体的かつ協働的に学び、地域産業の発展に貢献できる人材を育成します。

４ 地域との連携を強化します

(１) 地域と連携した実践的な学習等
・委員会及び部活動をとおしてのボラン
ティア活動の推進

・地元商店街と連携した販売実習等の体
験学習の実施

(２)  魅力ある体験入学の実施
・生徒主体による運営
・効果的な商業高校のＰＲ

(３)  広報活動の充実
・学校パンフレットの充実

・生徒の実績広報の充実
・ＨＰの充実（迅速な更新・発信）

(４) ＰＴＡ活動や同窓会活動の充実
・会報の充実による発信活動

(５) R７全国産フェアの取組推進

○数値目標
ＰＴＡ総会出席率 ５０％以上

１ 主体的で深い学びを目指します

(１)  確かな学力の向上
・主体的に取り組む家庭学習の習慣化
・課題解決能力の向上
・適正な観点別評価の実施

(２)  質の高い授業の提供
・ＩＣＴ活用の充実
・探究活動の充実
・協働的学びの推進
・公開授業の実施

(３)  専門性の深化
・体験的・実践的な学習の充実

(４) 特色ある資格取得の奨励
・個に応じた指導の充実
・高度な資格取得の推奨

○数値目標
日商簿記２級合格 ４０名
ＩＴパスポート試験合格 ４０名
基本情報処理技術者合格 ２名以上
実用英語検定２級合格 ２名以上

全商１級２種目以上合格(２年時）８０名

２ 進路希望の実現を目指します

(１)  系統的・組織的な指導体制の充実
・学年、進路、保護者の連携強化
・キャリア教育の充実

(２)  本校の特色を生かした進路実現
・資格や部活動等の実績を踏まえた幅広
い進路選択

(３)  就職指導の充実
・就職内定率１００％の達成
・職場定着の促進

(４) 進学指導の充実
・校内ガイダンスの充実(進学意識高揚)
・入試情報の収集と活用
・言語活動の充実 面接・作文・小論文

資格＋競技･体験実績＋言語活動＋評定
平均＋（大学進学は英数）→進路実現
○数値目標
国公立大学合格者 ３名以上

３ 健全な心身の育成を図ります

(１) 豊かな人間性や社会性の育成
・組織的な教育相談体制の更なる充実
・１８才成人への対応

(２) 質の高い基本的生活習慣の確立
・自主自立的な態度の養成
・端正な身だしなみ、挨拶の励行
・自転車事故の防止

(３) 校内美化の充実
・清掃活動の充実

(４) 部活動をとおした人格形成
・部活動への参加奨励
・競技大会上位入賞、全国大会出場
・成果発表会の開催

(５) 愛校心の向上
・学校行事や文化祭等をとおした生徒
間の交流促進

○数値目標
自転車事故件数 ２０件以下
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《 教育目標 》
１学力の向上を図り、知性と教養豊かな人材を育成する
２自主・自立の精神を養い、正しい判断力を身に付けた人材を育成する
３望ましい職業観を確立し、心身ともに健康で責任と実行力を有する人材を育成する
４専門教育の充実と特色ある学校・学科づくりに努め、地域の教育要請に応える

○共通の重点目標 確かな学力・豊かな心・たくましい力を持って、本県のWell-beingに貢献します。

○ 資格取得実績・部活動実績・進路実績で本県一番の商業高校を目指します。

本校のスクール・ポリシーは以下のとおりです。
１ グラデュエーション・ポリシー（育成する生徒像）
・人間性豊かな心とたくましく生きる力を持つ職業人の育成という観点を基本とし
て、地域産業社会の発展を協働的に支える生徒を育てます。
２ カリキュラム・ポリシー（本校の教育活動）
・実社会で活躍するために必要な商業に関する専門的な知識習得と実務的な高度資
格取得をとおして、諸課題の解決に向けて主体的に考え、ＩＣＴ機器をツールとし
て活用し、自ら答えを導く力を身に付ける教育活動を行います。
３ アドミッション・ポリシー（求める生徒像）
・進路意識を明確に持ち、日々の学業や特別活動をはじめとする様々な諸活動に対
して真摯に向き合い、商業高校の学びと部活動等の両立を実践しようとする生徒を

求めています。 校長 山内 浩


